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株主の皆様へ
株主の皆様には格別のご高配を賜り、厚くお礼申しあげます。
当社グループの第110期第２四半期（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）

の営業の概況をご報告申しあげます。

代 表 取 締 役 社 長
最高執行責任者（COO）

酒 井 万喜夫

事業の概況
当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、原油安と米国経済の好調を背景とした企業収益の改善や雇用・

個人消費の持ち直しなどにより、穏やかな回復基調で推移しました。一方、米国の金利政策の見通しや中国経済成長
率の減速、アジア新興国の経済動向など、企業を取り巻く経営環境は依然として先行き不透明な状況にあります。

このような状況のもと、当社グループでは、市場・顧客ニーズに適応した製品開発と新規顧客の開拓など販売活動
を強化するとともに、生産能力の増強、原価改善、生産性の向上など収益改善に取り組んでまいりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は、国内外ともに需要が堅調に推移したことで206億３千万
円（前年同期比8.2％増）となりました。

損益面につきましては、売上増収に加えて原価改善等により営業利益は９億８千９百万円（前年同期比51.1％増）、
経常利益は円安及び持分法による投資利益の増加で23億７千２百万円（前年同期比44.4％増）、親会社株主に帰属
する四半期純利益は18億６千２百万円（前年同期比33.8％増）となりました。

今後の見通し
平成28年３月期の業績予想につきましては、主に自動車製品関連事業において国内・海外ともに受注が堅調に推

移していることに加え、利益面では原価改善効果、海外持分法適用関係会社の業績や為替換算を勘案し、平成27年
８月５日に公表しました業績予想を以下のとおり修正しております。

株主の皆様におかれましては、今後ともなお一層のご支援を賜りますよう、お願い申しあげます。
平成27年11月

平成28年3月期　通期　連結業績予想
平成27年3月期 平成28年3月期 前期比

売上高 39,570 42,400 ＋  7.1％
営業利益 1,629 1,900 ＋16.6％
経常利益 4,036 4,200 ＋  4.1％
親会社株主に帰属する当期純利益 3,029 3,050 ＋  0.7％
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1 売上高 2 経常利益 3 親会社株主に帰属する
四半期・当期純利益

区　　　分 第108期
平成26年3月期

第109期第2四半期
平成26年9月期

第109期
平成27年3月期

第110期第2四半期
平成27年9月期

売　上　高（百万円） 39,391 19,062 39,570 20,630

経 常 利 益（百万円） 3,328 1,642 4,036 2,372

親会社株主に帰属する四半期・当期純利益（百万円） 2,712 1,392 3,029 1,862

１株当たり四半期・当期純利益（円） 122.69 62.96 137.00 84.22

総　資　産（百万円） 47,960 47,190 53,428 53,020

純　資　産（百万円） 26,794 27,052 31,385 32,408

業績の推移（連結ベース）
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企業収益の拡大を背景とした国内民間需
要の増加等により、売上高及びセグメント
利益は前年同期を大きく上回りました。

品種別売上高につきましては、床用塗料
は民間の塗り替え需要増により前年同期比 
13.5％増加、防水用塗料についても需要が
増加し前年同期比2.6％増加しました。一
方、航空機用塗料は後半に入り塗り替え需
要が一段落したことで前年同期比1.4％減
少しました。また、工事関連売上高の集合
住宅大規模改修工事は、工事物件増加によ
り前年同期比32.5％増加しました。

売上高
78億3千7百万円

セグメント利益
3億2千9百万円

売上高
127億8千5百万円

セグメント利益
6億5千6百万円

売上高
7百万円

セグメント利益
3百万円

売上高構成比の部分
110%拡大しています

売上高
構成比
62.0%

売上高構成比の部分
110%拡大しています

売上高
構成比
38.0%

セグメント別事業概況

塗料関連事業

自動車製品関連事業

その他（保険代理業）

当社の自動車用防音材・防錆塗料が採用されている部位
●フードインシュレーター
　（吸音材）

●吸音
　ヒートシールド
  （吸音材）

●エンジン
　トップカバー
  （遮音材）

●RIETER ULTRA LIGHTTM

　（超軽量防音システム部品）

●吸音成形天井（吸音材）
●NTスティフナー（鋼板補強材）

●吸音ホイールハウス
　プロテクター（吸音材）

●リアパーセル
　（吸音材）

●フロントフェンダー
　インシュレーター（吸音材）
●ダッシュアウター
　インシュレーター（吸・遮音材）
●トランスミッションインシュレーター（吸音材）
●メルシート（制振材）

●NTダンピングコート
　（塗布型制振材）

●リトラクター
　インシュレーター（遮音材）

●吸音
　エンジン
　アンダーカバー
  （吸音材）

●フロアカーペット
　（防音材）

防音材

●NTガードコート
　［PVC系・ウレタン系・
　アクリル系］
　（防錆材）

防錆
塗料

●NTガードコート
　［PVC系・アクリル系］
　（防錆材）

●シールトップ
　（防水用シール材）

乗用車生産台数が堅調に推移したことで国内外での受注増加により売上高及びセグメント利
益は前年同期を上回りました。

品種別売上高につきましては、制振材は新規受注増加もあり前年同期比15.5％増加、吸・遮
音材についても受注増加により10.1％増加しました。一方、防錆塗料は国内での受注台数減に
より前年同期比6.8％減少しました。また、原材料輸出等のその他売上は、前年同期比2.3％増
加しました。
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米国「UGN社」で新工場（オハイオ州モンロー）の開所式を開催。
「UGN社」は1986年に米国イリノイ州に設立され、日系自動車メーカーへの

吸・遮音材供給メーカーとして、北米における確固たる地位を確立しています。
今般、好調が続く北米市場への新たな生産・供給拠点として、オハイオ州モン

ローに新工場を設立、2015年９月９日グランドオープニングイベント（開所式）
を開催いたしました。

モンロー工場は、シカゴハイツ、バルポライゾ、ジャクソン、サマセット、メ
キシコシラオに続く６工場目の生産拠点で、シンシナティから北に約１時間、新
しく造成された大変美しい工場です。

開所式では、オハイオ州モンロー市の代表から祝辞をいただくとともに、「一致
団結して今後の成長を確固たるものにしていく」という当社代表からの力強いス
ピーチが述べられました。

モンロー工場は、新しいコンセプトであるIFPカーペットやアンダーフロアカバ
ーといった最新の防音部品を生産する工場として、年間40万台以上の供給能力を
有して稼動が始まります。北米市場における当社グループのさらなる発展に向け、
今後も積極的な展開を進めてまいります。

TOPICS

『海軍航空機用塗料色別標準（色見本帳）』が未来技術遺産に登録されました。
2015年９月、当社が所蔵する「海軍航空機用塗料色別標準（色見本帳）」が国

立科学博物館の「重要科学技術史資料（未来技術遺産）」に登録されました。
この「重要科学技術史資料（未来技術遺産）」は、2008年から実施されている

登録制度で、登録される文化財は、①科学技術（産業技術を含む）の発達史上重
要な成果を示し、次世代に継承していく上で重要な意義を持つもの、②国民生活、
経済、社会、文化の在り方に顕著な影響を与えたもの、の２点を選定基準として
決定されます。

当社所蔵の「海軍航空機用塗料色別標準」は、太平洋戦争における日本海軍航
空機に塗装された標準色54色の色見本帳で、54色中42色が現存（12色は欠損）
しています。

当社は、1929年にこの航空機用塗料の開発からスタートして80年以上の間、
高い技術を基盤にさまざまな塗料＝色を生み出してきました。今後も「創意工夫」
の精神で新たな製品を開発し、社会と環境に貢献する企業を目指します。

▲開所式

▲モンロー工場外観

▲国立科学博物館

▲海軍航空機用塗料色別標準（色見本帳）
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商 号 日本特殊塗料株式会社
英 文 社 名 Nihon Tokushu Toryo Co., Ltd.
創 業 年 月 日 昭和4年6月1日
資 本 金 4,753,085,000円
従 業 員 数 506名（132名*）［連結945名（200名*）］

＊（　）内人員は臨時従業員の外数です。

代 表 取 締 役 会 長
最高経営責任者（CEO） 野 島 雅 寛

代 表 取 締 役 社 長
最高執行責任者（COO） 酒 井 万 喜 夫

代 表 取 締 役 専 務
最高財務責任者（CFO） 田 谷 　 純
取 締 役 水 野 賢 治
取 締 役 山 口 久 弥
取 締 役 遠 田 比 呂 志
取 締 役 安 井 芳 彦
取 締 役 ※ 奈 良 道 博
常 勤 監 査 役 川 名 宏 一
監 査 役 ※ 山 上 大 介
監 査 役 ※ 高 橋 善 樹
※印は社外取締役・社外監査役です。

執 行 役 員 高 田 健 生
執 行 役 員 西 岡 寿 美
執 行 役 員 土 井 義 彦
執 行 役 員 南 雲 三 智 夫

株　　主　　名 持株数 持株比率
百株 ％

ＡＵＴＯＮＥＵＭ ＨＯＬＤＩＮＧ ＡＧ 22,020 9.92
関 西 ペ イ ン ト 株 式 会 社 18,677 8.42
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社 17,583 7.92
株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 8,788 3.96
明 治 安 田 生 命 保 険 相 互 会 社 7,560 3.41
株 式 会 社 中 外 7,170 3.23
ト ヨ タ 自 動 車 株 式 会 社 7,054 3.18
ＨＯＲＩＺＯＮ ＧＲＯＷＴＨ ＦＵＮＤ Ｎ．Ｖ． 5,951 2.68
ニ ッ ト ク 親 和 会 5,390 2.43
株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 4,001 1.80

（注） 1.  自己株式1,417,887株を保有しておりますが、上記大株主か
ら除いております。

 2.  持株比率は発行済株式総数から自己株式を控除して計算してお
ります。

発 行 可 能 株 式 総 数 90,000,000株
発 行 済 株 式 の 総 数 22,193,313株

（自己株式1,417,887株を除く）
株 主 数 3,091名

会社概要・株式の状況（平成27年9月30日現在）

会社概要

役員

執行役員

株式の状況

大株主の状況

金融機関等
53,301百株

一般法人
80,684百株外国法人等

36,539百株

個人・その他
51,406百株

所有者別株式分布状況 自己株式
14,178百株
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●＝事業所
●＝関連会社

▲塗料技術棟

▲日特固（広州）防音配件有限公司

▲SNC Sound Proof Co.,Ltd.

▲PT.Tuffindo Nittoku Autoneum▲天津日特固防音配件有限公司

▲SRN Sound Proof Co.,Ltd.

▲武漢日特固防音配件有限公司 ▲Autoneum Nittoku Sound Proof 
　Products India Pvt.Ltd.

▲開発センター

■国内事業所
東京都北区 
東京都北区 

東京都北区 
東京都北区
神奈川県平塚市
神奈川県平塚市
群馬県館林市
愛知県知立市
愛知県知立市
大阪府吹田市
広島県東広島市
広島県東広島市
佐賀県三養基郡
福岡県行橋市
東京都足立区

本 社
開 発 本 部
営 業 所
東 京 営 業 所
営 業 統 括 部
平 塚 営 業 所
東日本第1営業所
東日本第2営業所
名 古 屋 営 業 所
中 日 本 営 業 所
大 阪 営 業 所
広 島 営 業 所
西 日 本 営 業 所
福 岡 営 業 所
東 九 州 出 張 所
ＤＩＹ販 売 部

●
●
●

神奈川県平塚市
静岡県御前崎市
愛知県知立市
広島県東広島市
佐賀県三養基郡
福岡県行橋市

工 場
平 塚 工 場
静 岡 工 場
愛 知 工 場
広 島 工 場
九 州 工 場
東 九 州 工 場

●

東京都北区 
東京都北区 
東京都北区 
神奈川県藤沢市
茨城県坂東市
広島県東広島市
福岡県行橋市
神奈川県平塚市
福岡県福岡市 

関連会社
ニ ット ク 商 工 株 式 会 社
ニ ット ク メ ン テ 株 式 会 社
株式会社ニットク保険センター
大 和 特 殊 工 機 株 式 会 社
日 晃 工 業 株 式 会 社
株 式 会 社 タ カ ヒ ロ
株 式 会 社 ニットクシ ー ケ ー
富 士 産 業 株 式 会 社
梅 居 産 業 株 式 会 社

●

▲ＵＧＮ,ＩＮC.

▲天津日特固防音配件有限公司

▲武漢日特固防音配件有限公司

▲日特固（広州）防音配件有限公司

▲SNC Sound Proof Co.,Ltd.▲Autoneum Nittoku Automotive 
　Sound Proof Products India Pvt.Ltd.
　

▲PT.Tuffindo Nittoku Autoneum▲SRN Sound Proof Co.,Ltd.

■海外事業拠点・関連会社
Ｕｎｉ-ＮＴＦ,ＩＮC.
ＵＧＮ,ＩＮC.
SNC Sound Proof Co.,Ltd.
SRN Sound Proof Co.,Ltd.
日特固（広州）防音配件有限公司
天津日特固防音配件有限公司
武漢日特固防音配件有限公司
Autoneum Nittoku Sound Proof 
Products India Pvt.Ltd.
PT.Tuffindo Nittoku Autoneum

●
●
●
●
●
●
●
●
　
●

米国　イリノイ州
米国　イリノイ州　他  全7事業所
タイ　Amphur Muang
タイ　Amphur Panthong
中国　広東省広州市
中国　天津市
中国　湖北省武漢市
　
インド　タミル・ナードゥ州チェンナイ市
インドネシア  西ジャワ州

▲本社

事業所（平成27年9月30日現在）
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株式に関する住所変更等のお届出及びご照会について
証券会社に口座を開設されている株主様は、口座のある
証券会社へご照会ください。証券会社に口座を開設され
ていない株主様は、左記の株主名簿管理人（三菱UFJ信
託銀行）までご連絡ください。
特別口座について
株券電子化前に「ほふり」（株式会社証券保管振替機構）
を利用されていなかった株主様には、株主名簿管理人で
ある左記の三菱UFJ信託銀行株式会社に口座（特別口座
といいます。）を開設しております。特別口座についての
ご照会及び住所変更等のお届出は、左記の株主名簿管理
人（三菱UFJ信託銀行）までご連絡ください。
未払配当金の支払いについて
左記の株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）にお申出く
ださい。

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年6月開催
基 準 日 期末配当金　毎年3月31日

中間配当金　毎年9月30日
そのほか必要があるときは予め公告して定めた日

株主名簿管理人 〒137─8081
東京都江東区東砂七丁目10番11号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
TEL 0120─232─711（通話料無料）

公 告 の 方 法 電子公告により行う
公告掲載URL　http://www.nttoryo.co.jp/

（ただし、電子公告によることができない事故、その他のやむを
得ない事由が生じたときには、日本経済新聞に公告いたします）

上場証券取引所 東京証券取引所

株主メモ

株 主の皆様へ
■省エネ・遮熱塗料での改修個所の例

■塗料事業本部

■本　　　　社

パラサーモシリーズ
屋根からの太陽熱の侵入を防ぎ、室内の温
度上昇を抑える塗料です。

屋根用省エネ・遮熱塗料

プルーフロンGRトップ遮熱
ノンリークコート遮熱
ベランダ面などに当たる太陽光線を反射し、熱
を放射する遮熱タイプの塗料です。

ベランダ・バルコニー用省エネ・遮熱塗料

NTサーモバランスNTサーモバランス
既存の窓ガラスに塗
布し、赤外線、紫外線
カットができる透明タ
イプの塗料です。

既存の窓ガラスに塗
布し、赤外線、紫外線
カットができる透明タ
イプの塗料です。

ガラス面用省エネ・遮熱塗料

パラサーモ外壁用シリーズ
NTダンネツコート
シルビアセラティー遮熱
外壁面からの熱の侵入を遮り、省エ
ネルギーに貢献するとともに快適な
居住空間を実現します。

外壁用省エネ・遮熱塗料

ユータックシリカ遮熱ユータックシリカ遮熱
太陽光や熱の蓄積を抑え、路面温度
の上昇を減少し、ヒートアイランド現
象を緩和する塗料です。

太陽光や熱の蓄積を抑え、路面温度
の上昇を減少し、ヒートアイランド現
象を緩和する塗料です。

通路用省エネ・遮熱舗装材

　平素は格別のお引き立てを賜り、厚くお
礼申し上げます。
　「省エネ・節電」が求められる状況をふま
え、弊社の省エネ・遮熱塗料をご案内申し上
げます。改修工事がございましたらぜひ下記
営業所までお問い合わせください。担当者
が最適なご提案をさせていただきます。
　省エネ・遮熱塗料は建物の屋根から外壁、
ガラス面などへ塗装することにより、室内温
度の低減が期待できるため、これに伴う節
電も期待されています。ニットクでは建物を
まるごと対策できる遮熱ラインナップをそろ
え、皆様のご連絡をお待ちしています。

省エネ・遮熱塗料についてのお問い合わせ先

010_0653801632712.indd   1 2015/11/13   9:56:31


